
 

イ）グリーンイノベーションによる接続可能な社会の実現 

３．自然共生社会実現のための流域・社会基盤管理技術に関する研究 
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【【【【研究研究研究研究のののの概要概要概要概要】】】】 閉鎖性水域の水質改善傾向の鈍化、水質リスクの増大の懸念等、未だに解決されていない公共用水域の水質問題の解決は、河川環境を中心とした生物多様性保全と自然共生社会実現にあたっては必要不可欠です。 本研究では、流域スケールでの統合的な水質管理技術の確立を見据え、有機物や栄養塩類を対象とした負荷量原単位把握、汚濁現象の解明・モデル化、病原微生物等を対象とした調査方法開発、実態・挙動の解明、対策手法の提案を、雨天時汚濁負荷、微量金属動態等の、従来十分に考慮してこなかった因子も加えてすすめます。 

 ① 各土地利用における物質動態を統合した流域スケールでの水・物質循環モデルの構築の為に、流域スケールで見た物質動態特性の把握に関する研究を進めます。 ② 流域からの汚濁負荷が閉鎖性水域の水質におよぼす影響の解明と対策手法の提案のために、土地利用や環境の変化が閉鎖性水域の水質・底質におよぼす影響に関する研究を進めます。 ③ 流域スケールで見た水質リスクの把握と対策技術の提案のために、水環境中における病原微生物の対策技術の構築に関する研究を進めるとともに、流域からの未規制化学物質の動態把握に関する研究、及び、下水処理プロセスにおける化学物質の制御技術に関する研究を実施する予定です。 

 

  不確実性を考慮した地球温暖化が洪水・渇水に与える影響の予測技術の開発  
 

 短時間急激増水に対応できる洪水予測技術の開発  
 

 堤防をシステムとして浸透安全性・耐震性を照査 

 ＣＯＤ経年変化（霞ヶ浦流入河川水） 

 ＣＯＤ経年変化の例（霞ヶ浦流入河川と霞ヶ浦）  これまでは、農地からの栄養塩類の面源負荷を対象としたモデリングにより、再現・評価を行ってきた。
森林（面源）森林（面源） 都市（面源・下水道）都市（面源・下水道） 畜産(点源)畜産(点源)＋

農地農地
流域スケールの水・物質循環モデル（N,P）流域スケールの水・物質循環モデル（N,P）森林、都市、畜産エリアにおける物質動態もモデルに導入し、発生源別の寄与度と対策効果を評価できる流域スケールの水・物質循環モデルを構築する

既往の物質輸送モデリング研究では、回帰式、もしくは原単位法に基づく手法がとられてきたが、本研究では物理保存則に則った手法をWEPモデルを基盤として開発する。
既往の物質輸送モデリング研究では、回帰式、もしくは原単位法に基づく手法がとられてきたが、本研究では物理保存則に則った手法をWEPモデルを基盤として開発する。  流域スケールで見た物質動態特性の把握に関する研究の概要（一部）  再生水再生水再生水再生水
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  水環境中における病原微生物の対策技術の構築に関する研究の概要 

流入負荷は減少しているが、 湖内の水質は横ばい状態 

（１０）流域スケールで見た物質の動態把握と水質管理技術 

    


